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Abstract 

Picture books are typical resources used in dietary education for children, and their 

effectiveness has many possibilities. The purpose of this study was to investigate the "words" 

used in picture books depicting "food" using text mining. Illi Coder 3. was used for text mining, 

and three types of analysis were conducted: the frequency list of words, hierarchical cluster 

analysis, and co-occurrence network. The results showed that in addition to basic words such 

as "say" and "eat," some words that renlind us ofhome, such as "mother," "father" and "house," 

were used frequently. In addition, it was found that picture books depicted scenes in which the 

characters "eat" and "make" together with other characters, and "eat" "delicious" food with an 

awareness of "taste" and "smell," which is expected to contribute to the natural development 

of a rich image of "food" among children. 
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はじめに

近年，子どもの食をめぐっては，発育 • 発達の重要な時期にありながら，栄養素摂取の偏り，

朝食の欠食など，問題は多様化し，生涯にわたる健康への影響が懸念されている。わが国におい

て， 2004年2月「度を通じた子どもの健全育成(-いわゆる「負育」の視点から 一）のあり方に

関する検討会」の報告書[1]が取りまとめられ，家庭や社会の中で，子ども一人ひとりの＂食べる

ガ＇を豊かに育むための支援づくりを進める必要があるとしている。また， 2005年 6月には 「食

育基本法」が成立し， 同年 7月から施行された。食育基本法の前文[2]には，「子どもたちが豊か

な人間性をはぐくみ，生きる力を身に付けていくためには，何よりも 「食」が重要である。今，

改めて食育を，生きる上での基本」であるとしている。

食育[3]とは， 「様々な経験を通じて，「食」に関する知識と，バランスの良い 「復」を選択する

力を身に付け，健全な食生活を実践できる力を育むこと」を指す。食育は，幼児期～小児期の頃

から必要とされており， 2018年4月より適用されている保育所保育指針[4]においても， 「保育所

における食育は健康な生活の基本としての「食を営む力」の育成に向け，その基礎を培うことを

目標とすること」が明記されている。さらに，食に関する指導手引き [5]によると，「幼児期には，

食べる喜びや楽しさ，袋べ物への興味や関心を通じて自ら進んで食べようとする気持ちが育つよ

うにすることが大切であり， これらのことが小学校以降の食育の充実につながる」としている。

幼児期～小児期に向けた食育活動で使用される代表的な教材媒体として「絵本」があげられる。

絵本は， 「絵とことば」， 「描く力」と「語る力」がからみあって，ひとつの流れを持ちながら，構築

される世界[6]であり，幼児の情操教育に大きな役割を果たしている。子どもたちは，絵本を読む

ことで，絵に添えられたわずかな言葉で何が一番大事なことかを理解し，絵本からもらう想像力

と自分の実体験をクロスしながら，様々な概念を認識する[7]。

今日，「食べ物」や 「食べること」を描いた絵本は数多く出版されており，それら絵本は読み聞

かせや，実際に登場する料理を給食献立や調理保育に取り入れることで食育に活用されている[8]。

絵本を食育活動に活用することの効果を検討した先行研究[9][10][11][12]においては，食への関

心や食知識・食態度の向上などが確認されており ，食育活動に絵本を活用する ことは多くの可能

性を秘めているといえる。

それら先行研究においては，食育に使用する絵本の選択や分類は著者等が実際に読んで内容や

文脈を把握することにより行われており，本研究の著者らは，端的に伝えたい内容を表現してい

る絵本のテキストからキーワードを抽出することが，絵本のコンセプトを直感的に把握するのに

有効ではないかと考えた。そこで今回は絵本のテキストデータを分析する手法としてテキストマ

イニングを採用 した。テキストマイニングはテキストデータを計算機で定量的に解析して有用な

情報を抽出するための様々な方法の総称であり，自然言語処理，統計解析，データマイニングな

どの基盤技術の上に成り立っている[13]。これまで分析者の主観や判断が無意識のうちに結果に

反映される恐れがあったテキストデータ分析において，分析の信頼性を担保しづらいという問題

を克服することができる特徴を持ち［14],加えて様々な表現方法によって，言葉同士のつながり

を分かりやすく示すことができる。

これまで絵本の「言葉」そのものに着目した研究報告はなく ，本研究では「食」に関わる絵本

に使われている 「言葉」をテキストマイニングによって分析し，どのような「言葉」をもって「食」

が描写されているのか明らかにすることを目的に探索的な調音を行った。

研究方法

l)データの概要

本研究では，｝1|端らの書籍「子どもの本と〈食〉物語の新しい食べ方」 [15]にて紹介された本を

対象とした。書籍は白百合女子大学児童文化センターの Foodfor Thoughtという児童文学にお

ける疫の表象を研究対象としたプロジェク トの成果であり，紹介された本は児童文学を専門とす
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るセンタ ー研究員や大学院修士課程，博士課程在学生らから構成されるメンバーによる協議に

よって選定されている。今回その中から絵童話，児童文学，児童書を除き，絵本のみを抽出した。

絵本の選別は，全国学校図書館協議会絵本選定基準[16]を参考に行い，絵の比重が本の半分以上

を占めていることを確認した。例外として，文字のない絵本，全てのページにおいて同じ文章が

繰り返される絵本，内容が物語ではなく歌詞である絵本は除いた。その結果，対象となる本は計

94冊となった（巻末資料を参照）。また，これらの絵本は川端らによって，「遊びと食J'「飲食と身

体［食とセクシュアリティ］」 ，「飢餓と飽食」 ，「儀式としての食」，「擬人化された食べもの」，「教

育と食」，「食からわかる時代と地域」，「食を通じたコミュニケーション」， 「食をめぐる諸問題」，

「捕負関係［負う／食われる］」の 10カテゴリに分類された。

2)分析の手順

本研究ではIiliCoder 3.Beta. 07e[l 7]を用いてテキストマイニングを行い、詳しい分析の手順

は図 lに示した。 手順は樋口[17]の方法を参考に，まずはテキスト欠損値やパソコンで読み込み

不可能な表記の削除，誤字脱字の修正を行うことでデータのクリーニングを行った。さらに，短

縮化した表記やカタカナ，ひらがな表記，同義語などを統一した。例えば，赤ちゃんを指す語で

ある「赤ん坊，赤子，ベビー」を「赤ちゃん」に統一するといったことである。これらの作業に

関しては， 「変換対応表」を作成し記録に残した。分析用データとして整ったところでKHCoder

に読み込ませ，前処理を行った。前処理とは，形態素解析によりテキストから品詞別に抽出語を

抜き出し，データベースとして整える作業である。前処理を実行後， 8,419の文が確認され，総

抽出語数は 108,965,異なり語数は 6,319であった。「助詞」や「代名詞」など分析対象として不

適切な品詞を除外し，最終的に分析に使用した語は 25,482,異なり語数は 3,871となった。分析

に適したデータに整えたところでテキスト計量分析を行った。テキストマイニングでは頻出語の

抽出，階層的クラスター分析，共起ネットワークの 3つの分析を行った。

結果および考察

l)頻出語の抽出

テキス トデークの収集

• デークのクリ ーニング

・表記の統一

・変控対応表の作成

畢
分析用データに豆える

...... 
KH Coderへの読み込み

• 前処理の実行

• テキストマイニング

・預出語の抽出

筏層的ク ラスター分析

・共起ネットワーク

図l テキストマイニングの手順

対象の絵本においてどのような言葉が多く使われているかを知るために出現回数の多い順から

上位30位までを表 lに示した。「食」にまつわる絵本を対象としている点より「食べる」の出現

回数が 2番目に多く，ほとんどの頻出語が出現回数 100回を超えていた。上位の頻出語である

「お母さん」，「家」 ，「お父さん」に見られるように家庭に関連する言葉が抽出された。
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表1 絵本本文より抽出された頻出語リスト（上位30位）

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数

言う 567 ノぐン 128 

食べる 449 おいしい 124 

お母さん 252 帰る 120 

家 232 思う 118 

見る 160 作る 113 

お父さん 154 入る 110 

ない 151 卵 110 

クマ 150 おばあさん 105 

し）し‘ 148 ジャム 104 

来る 143 出る 104 

子 141 子ども 103 

ネズミ 138 お腹 100 

木 135 持つ 99 

ごはん 129 頭 99 

行く 129 目 99 

2)階層的クラスター分析

次に抽出された言葉を類似したもので分類し特徴を把握するために，頻出語リスト上位 30位

の語句を対象とした階層的クラスター分析を実施した。クラスターの分け方については Ward法

を，距離計算は Jaccardの方法を用いた。結果は図 2のようになり， 11クラスターでの構成と

なっ応第 3クラスターの語句は絵本の文章において「家」に「帰る」 ，「入る」，「持って帰る」

等で使用されていた。第 5クラスターの語句は 「ごはん」を 「作る」，「食べる」等で使用されて

いた。「お腹」は「お腹が空く」 ，「お腹がいつばい」等で用いられているため，お腹が空く→ごは

んを作る→ごはんを食べる→お腹がいっぱいになる，という自然な行動パターンが絵本でも表現

されていたと考えられる。



外岡和菜：絵本の「食」を表現する言葉を探る一テキストマイニング法を用いて一

Miyagi 
University 

Research 

Journal 

IE

ー
子

m
5

a
家

2
如
E
＊

道
g

8
~匹
5

酪
年
日
蛉
釈
ご

“
紐
5
●
頭

ー
邸0

0

臼

紐

匹

訊

第 1クラスター

第 2クラスター

第3クラスクー

第4クラスター

第 5クラスクー

第6クラスター

第 7クラスクー

第8クラスター

第9クラスター

第10クラスター

第 11クラスター

0.5 

。
図2 頻出語句（上位30位）の階唇的クラスター分析

3)共起ネットワーク

①抽出後の共起ネットワーク

共起ネットワークとは，共起の程度が強い語と語を線で結んだネットワークのことである。実

線はグループ内の語同士を繋ぎ，点線は異なるグループの語同士の共起を示している。強く結び

ついている部分ごとにグループ分けが行われ，出現数の多い語ほど大きい円で描画される。今回

の分析では共起関係の算出にJaccard係数を使用し，図中の CoefficientはJaccard係数を示し

ている。数値が 1に近いほど共起性は強い。抽出語の最小出現回数を 60回，描画する共起関係

の絞り込みを上位80と設定した。結果，図 3に示した共起ネットワーク図は 8つのサプグラフ

で構成された。01サプグラフでは「ごはん」を中心と して「袋べる」，「作る」，「一緒」が共起

していた。「一緒Jについての文脈を確認したところ，食材同士の組み合わせとして何かを 「一緒」

に袋べる意味で用いられている例も見られたが，ほとんどは誰かと「一緒」に食べる意味で用い

られていた。また， 03サブグラフでは階層的クラスター分析での分類と共通して「言う」，「お母

さん」， 「お父さん」が共起していることが確認できた。 「お母さん」については 01サブグラフの

語句である「資べる」，「ごはん」， 「作る」に共起し， 07サブグラフの「子」とも共起している。

「子」はさらに 「聞く 」，「分かる」とも共起していることから「お母さん」が「ごはん」を作り，

また 「子」に対して話をし，理解を促している場面表現がされていることが読み取れた。他のグ

Jレープの語句における繋がりについて着目すると， 02サブグラフの「お腹」は「いつばい」，「食
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べる」と共起しており 「お腹いっぱいに食べる」ことが文章内で表現されていることが確認でき

た。 04サブグラフでは 「家」を中心として「行く」 ，「帰る」，「来る」，「持つ」などの関連する

動詞と共起していた。 06サブグラフでは「木」 ，「りんご」 ，「取る」が共起しており，「木からり

んごを取る」という一連の動作で分類されていることが確認できた。
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図3 抽出語全体の共起ネッ トワーク

②関連語共起ネットワーク

本研究の目的は絵本における「度」の描写を明らかにすることであった。そこで，「食」の大き

な喜びである「おいしい」がどのように絵本で表現されているかを調べるため，「おいしい」をキー

ワー ドとした関連語検索を行い，関連した語句による共起ネットワーク図を図4の通り作成した。

描画する共起関係の絞り込みは上位 80と設定した。図 4より，「おいしい」と共起した語として

「におい」， 「味」， 「負べる」，「作る」などが確認された。01サプグラフでは 「食べる」に「変」

と「形」が共起しており ，文脈を確認したところ「変」な 「形」のものを 「おい しい」とポジティ

ブに捉えていた。また 02サブグラフでは 「におい」，「ごちそう 」，「台所」，「おばあさん」が共

起してお り，「おばあさん」は 04サブグラフの 「作る」とも共起している。よって 「おいしい」

と「におい」は， 「ごちそう」 や 「おばあさん」が「作る」ものに起因していると考えられる。ま

た04サブグラフでは 「作る」 ，「ごはん」 ，「晩」が共起しており「おいしい（晩）ごはんを作る」

場面が絵本の内容に含まれていると考えられる。また 03サブグラフと 04サプグラフでは「パ

ン」，「ジャム」，「ケーキ」，「チーズ」などの食品が共起しており，これらの食品が絵本の中で「お

いしい」ものと して扱われやすい傾向にあることが推測された。
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図4 「おいしい」の閲連語による共起ネットワーク

③作品カテゴリ を外部変数とした共起ネットワーク

作品カテゴリ別における特徴的な言葉を調べるために，作品カテゴリを外部変数とした共起

ネットワークを作成した。 川端らでは 10カテゴリに分類されていたが，今回は作品数が 10未満

のカテゴリは除外し，「遊びと食」， 「儀式としての食」，「教育と食」，「食を通じたコミュニケー

ション」 ，「捕食関係［錠う／疫われる］」の計5カテゴリの 64作品を対象とした。抽出語の最小

出現回数は 30回，描画する共起関係の絞り込みを上位80と設定し，図 5に作成した共起ネット

ワークを示した。図中の Degreeは抽出語それぞれの外部変数（作品カテゴリ）とのつながりの

数を示している。 「食べる」と「言う」は全てのカテゴリに共通して共起していた。このことから

「食べる」ことがどのカテゴリの絵本でも描写されていることが確認できた。また「お父さん」，

「お母さん」 ，「子」は「教育と食」と「捕食関係l食う！食われる］」で共通して共起している。これ

は「子」に教えを説く役割と， 「子」が他の生物を捕窟するのを見守り，また敵から守る役割を両

親が担っていたことが影響していると考えられる。また「家」は「儀式としての食」 ，「食を通じ

たコミュニケーション」， 「捕食関係l食う！食われる］」 に共通して共起しており，これらのカテゴ

リの絵本の多くにおいて 「家」が舞台となったことが考えられる。「おいしい」は「遊びと襄」，

「捕負関係I食う！食われる］」で共起しており，楽しみとしての「食」と生きるための 「袋」の間で

も「おいしい」は共通するものであることが確認できた。それぞれのカテゴリで特徴的な抽出語

として，「儀式としての食」では「お返し」， 「一緒」などが共起していた。これは相手からもらい

物をした際に別のものをお礼として渡す 「お返し」や，誰かと 「一緒」に何かを食べたり作った

りする表現が多く含まれていることが原因として考えられる。 「捕食関係l食う！食われるl」では捕

食関係である 「ネコ」と「ネズミ 」が共起していた。
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図5 作品カテゴリを外部変数とした共起ネットワーク

おわりに

本研究ではテキストマイニングを用いて，幼児の食育に重要な役割を持つ絵本の中で 「食」が

どのような言葉を用いて描写されているのかを調査した。結果，絵本では 「言う」，「食べる」な

どの基本的な言葉に加え，「お母さん」 ，「お父さん」，「家」など家庭を想起させる言葉が頻出して

いることが分かった。また誰かと「一緒」に「作る」または「食べる」こ とが表現され，物語の

舞台となる場所としては「家」が中心となることが明らかとなった。これは食を通じた子どもの

健全育成の目標である 5つの子どもの姿[1]のうち，「一緒に食べたい人がいる」， 「食事づくりや

準備に関わる」こ とに対応していると考えられる。加えて， 「おいしい」に対して「におい」，「味」，

「食べる」が共起 しており，これも目標の姿の 1つである「食事を味わって食べる」ことを表現し

ていると言える。よって， これらの絵本を通じて，子どもたちは誰かとごはんを作ったり食べた

り，さらには五感を用いて食べ物のおいしさを感じる疑似体験をし，実践的な食育指導が行われ

る前でも，豊かな食のイメージが子どもたちの中で自然に育まれていることが期待される。

さらに母や祖母などがごはんを作り，両親が子に対して教えを説くという構成が確認されたこ

とから，絵本の表現における家族それぞれの役割の傾向が見られた。今回分析対象とした絵本で

は登場人物が人間以外の生物で構成されているものも多く見られたが，登場人物同士の関係につ

いて家族の要素を取り入れることで，絵本の話を子どもの実生活と繋げやすくしているのではな

いかと考えられる。

今回対象の絵本は 1956年から 2006年の間に出版されたものであり，翻訳したものも含まれ

るため時代・文化背景が絵本によって大きく異なっていたが，共通した袋の描写を読み取ること

ができた。そのため今後は，著者，時代や売り上げなど，様々なカテゴリ別で絵本をテキストマ

イニングにより分析した場合にも，それぞれの特徴を可視化できることが期待される。また食育

の実施前後に，関連する絵本の読み聞かせを導入することは子どもたちの関心を引き出すことや

食育の追体験として効果的であり [10][12],食育の目的とマッチ した絵本を選定する際にも，今回

のようなテキストマイニングによる言葉の分析結果は活用できる可能性がある。そのため今後は

さらなるデータの確保を行い，安定して抽出される言葉や表現を見出す必要があると考える。
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巻末資料分析データ一覧および「子どもの本と〈食〉 15）」による絵本の分類

No 書名

I. 遊びと食

1 アイスクリームの国

2 あくたれラルフ

3 王さまのアイスクリーム

4 おおきなおおきなおい も

5 お ば けのてんぶら

6 かじ ってみたいな、お月さま

7 ジャイアン ト ・ジャム・ サ ンド

8 ねえ、どれがいい？

9 バムとケ ロのにちょうび

10 まよなかのだいどころ

II.飲食と封体［食とセクシュアリティ］

11 アポカド ・ベイピー

12 うんち したのはだれよ I

13 がいこつさん

14 (いしんぽ うさぎ

著者

若：アント ニー ・パージェス

絵：フ ァルピオ ・テス クー

訳：長田弘

著 ：ジャック ・ガントス

絵：ニ コール・ ルーベル

訳：いしい ももこ

著 ：フ ラン七ス ・ステリット

絵．土方垂巳

者 ：せなけいこ

絵： せなけいこ

苔 ：フ ランク ・アッシュ

絵：フ ランク・ ア・9シュ

訳：山 口文生

著 ：ジョン ・ヴァーノン・ロー ド

絵：ジ aン ・ヴァーノン・ ロー ド

訳 ：安西1散渡

著： ジ aン・ パーニソガム

絵： モーリス ・センダック

訳 ：じんぐうて るお

苦：ジコン ・パーニンガム

松：ジ ョン ・バーニンガム

絵・ ヴォルフ ・エールプルッフ

苓 ：ムウ ェニエ・ ,、ディシ

15 (いしんぽ うシマウマ 絵：ア ドリエンヌ ・ケナウェイ

ッ

16 ス トライプ たいへん ！しまもようになっちゃった 絵：デヴィッド ・ン ヤノン

17 ゼラルダと人喰い鬼

18 はらぺこあおむ し

訳 ：清水奈緒子

著：トミー・ウソゲラー

絵：トミー・ウンゲラー

絵：エ リック・カール

訳： もりひさし

出版社

いすず書房

章話館出版

大日本図書

悟音館書店

ボプラ社

評謡社

アリ ス館牧新社

評澁社

文渓堂

召山房

ほるぷ出版

偕成社

文化出版局

ボプラ社

西序寸芭店

セーラー出版

評話社

偕成社

出版年

砂年

函年

L978年

1972年

1976年

L985年

四 76年

L983年

肉 年

1982年

1993年

L993年

L982年

血年

1.988年

1999年

L977年

1976年
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ill.飢餓と飽食

l9 くもりときどきミートポール

20 じゃがいもかあさん

21 ジャムおしゃま

22 マッ チ売 りの少女

23 ものぐ さトミー

N.儀式としての食

24 14ひきのあさご1まん

25 王女さまは4時 におみえになる ある愛のお話

26 おかえし

27 きのみのケーキ

28 こどもザイ レン ひみつのなつまつ り

29 ジュリアスはどこ？

30 せ きたんやの（まさん

31 たんじょうび

32 ちいさくなったパパ

33 ちいさないえがありました

34 舌 の日のバーテ ィー（のばらの村 の ものがたり）

V.擬人化された食ぺも の

35 あんばんまん

36 おだんごばん

37 キャベッくん

38 さつまのおいも

39 そらまめくんのベッド

40 だいこんどのむか し

41 たまねぎあたまのたまねぎこぞう

42 ピーナッちゃんとドーナッち ゃん

43 もぐ らのホ リーともぐらいも

VI.教育と食

44 おさらをあら わなかったおしさん

45 かいしゅうたちのいるところ

46 （いしんぼうのはなこさん

47 くわずに よ うぼう

48 鹿よ おれの兄弟よ

49 ジャムつきバンと フラ ンシス

50 しろくまちゃんのほっとけーき

51 つんつ（せんせいとふ しぎな りん ご

52 にんじんばたけのパビプペポ

53 もったいないばあさん

54 りんご

vn.食からわかる時代と地域

55 きつね森の山男

56 まちのねすみといなかのねずみ

57 まほ うの頁

58 やまの こどもたち

苔ジュデイ パレット

絵ロンパレット ほるぶ出版 2004年

択育山南

召アニータ ローペル』

絵アニータ ローベル 偕成社 1982年

択 いまえよしとも

若マーガレット マーヒー

桧ヘレン フレイタ＋ 徳問書店 1998年

訳 たなかかおるこ

著 .,9ンス タ_I)スチャン アンデルセン

桧 クウ・イエタ パツォウスカー ほるぶ出版 2006年

訳 掛JI,

苔 ウィ

絵 ウィリアム ベーン デュポア 岩液書店 1釘7年

訳松岡享子

至心社 1983年

絵 tJー トラウト ズザンネ ペルナー 偕成社 2001年

t5音館書店 1985年

若 たるいしまこ
t記者館書店 19!)2年

絵 たるいしまこ

若伊藤秀男
ポプラ社 2002年

絵 伊藤秀男

若 ジョン パーニンガム

桧 ジョンパーニンガム あかね書房 1937年

釈谷JII俊太郎

若 フィービとセルビ ・ウォージント ン

桧 7 ィ ーヒ~と セル ビ ウォージントン 涌音館轡店 1切9年

訳 いしいももこ

若ハンス フィッシャー

桧 ハンス フィッシャー 福者詑書店 1"55年

訳 おおつかゆう ぞう

苓ウ）レフ スタルク

絵 はたこう しろう 小仕書店 1999年

択 菱木晃子

若 パールプロー・ リンドグレン

絵 エウ万・ .I. _1jクゾン 9」巾る書店 1997年

訳 ひしきあきら こ

著ジルパークレム

絵ジルバークレム 揖談社 1998年

訳岸Ill衿子

若やなせたかし
フレーペル館 1976年

桧 やなせたかし

ロシア民謡

桧わきたかず 福音館書店 1966年

苓せたていじ

苔長新太
文研出版 198呼

絵 長新太

若中Jllひろたか
至心社 1995年

桧村上尿成

若 なかやみわ
福音館書店 1999年

ほるぶ出版 1934年

ポプラ社 200呼

小9条書店 2001年

偕成社 2005年
転 めさかいヽ ょ

著 フィリス クラジラフスキー

絵 パーバラ クーニー 岩波書店 1"'8年

絵モーリス センダック 百山房 1切6年

訳 じんぐうてるお

若 いしいもも こ
福音館曾店 1965年

絵 なかたにちょこ

日本昔話

再話稲田和子 福音館書店 1000年

絵赤羽末吉

若 神沢利子
福音館書店 2004年

桧 G D パヴリ ーシン

若 ラッセルホーパン

桧 リリ アン ホーハン 好学社 1m2年

こぐま社 1972年

若 たかどのほうこ
フレーペル飽 2002年

桧 たかどのほ うこ

若かこさとし
偕成社 1切3年

桧かこさとし

若 真珠まりこ
戎談社 2004年

桧真珠まりこ

著 三木卓
かまくら春秋社 2000年

絵 スーザンパーレイ

若：馬場のぽる
こぐま社 1974年

絵焉場のぽる

イソップ童話

再話ヘレン クレ1グ
セーラー出版 1994年

絵ヘレン クレイグ

択渚水奈緒子

若藤原一枝、はたこうしろう
岩鯰書店 2002年

桧 はたこうしろう

苔石井桃子
岩波書店 195呼

桧 深沢紅子
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VIII.食 を通じたコミュニケーション

59 あめのひのピク ニ ック〈くまのアーネストおじ さん〉

GO お またせクッキ ー

61 かぼちゃ スープ

62 からすのパンや さん

63 ガンビーさんのふなあそび

G4 綺土とドラゴン

65 ぎ ょうざつくったの

66 くまさ んア イス

67 ごんぎつね

68 サリ ーのこけももつみ

69 14ひきのびくに つ く

70 しんせつなともだち

71 ターちゃんとペリカン

72 ともだちくるかな

著 ：ガプリエル ・パンサン

絵 ：ガプリエル・ハンサン

訳 ：もりひさし

著 ：パット ・ハッ チンス

絵 ：パット ・ハッ チンス

訳 ：乾侑芙子

著 ：ヘレン ・クーパー

絵 ；ヘレン・ク ーパー

訳 ；せなあいこ

著 ：かこさとし

絵 ：かこさとし

著 ：ジョン・パーニンガム

絵 ：ジョン ・パーニンガム

訳 ：みつよしなつや

著 ：トミ ー・デ ・パオラ

絵 ：トミ ー・ デ・バオラ

訳 ：岡田浄

著 ；きむらよ しお

絵 ；きむらよ しお

著 ；とりごえまり

絵 ：とりごえまり

著 ：新美南古

絵 ：黒井健

著 ：ロバート ・マックロスキー

絵 ：ロバート ・マ ック ロスキー

訳 ：石井桃子

著 ：いわむらかずお

絵 ：いわむらかずお

著 ：方扶翠

絵 ：村山知裟

絵 ：ドン ・フリ ーマン

訳 ：さいおんじちさこ

著 ：内田麟太郎

絵 ；降矢なな

著 ；ジル ・パークレム

73 春のピクニック〈新装版 のばらの村 のものがたり 1〉 絵 ・ジル ・パークレム

74 ひと まねこざるび ょういんへい く

75 ふうふうぽんぽんぽん

IX.食をめぐる諸問題

76 おんぶはこりごり

77 さるのオス＇ワルド

訳 ：岸田衿子

著 ：マーガレット・ レイ

絵 ：H・A・レイ

著 ：水谷翠三

絵 ：杉浦範茂

著 ：アンソニー・プラウン

絵 ：ア‘ノソニー・プラウン

絵 ：エゴン ・マチーセン'

78 ぜったいたべ ないからね〈チャ ー リー とロー ラのおはなし絵 ローレン ・チャイ ルド

訳 ；木坂涼

79 ちゃん とたべ なさい

X.捕食関係 ［食う／食われる ］

80 イポ イポカ＇エル ヒキガエル

81 おおかみのチキンシチ ュー

82 おおきくな りすぎた くま

83 おなかのすく さんぽ

84 お まえう まそうだな

85 き ょうはこどもをたべてやる ！

86 三びきの コプタのほんとうの話

87 IIびきのね こ

88 スイ ミー ちい さなか しこい さかなのはなし

89 タン ボボタヌキ、もりのタ オ~゜

90 チョ コ レー トをたべた さかな

91 番ねずみのヤカち ゃん

92 山の ごちそうどんぐ りの木

93 ロージーのおさんぽ

94 わにくん

著 ；ケス ，グレイ

絵 ：ニック・シャラット

訳 ：よしがみきょうた

著 ：三帷一雄

絵 ：三帷一雄

著 ：カザ敬子

絵 ；カザ敬子
7 

著 ；リンド ▲ワート

絵 ；リンド ▲ワード

訳 ：渡辺茂男

著 ：かたやまけん

絵 ：かたやまけん

著 ：宮西達也

絵 ：宮西達也

著 ：シルヴィアン ・ドニオ

絵 ：ドロテ ▲卜・ .モンフレッド

訳 ：ふしみみさを

著 ：ジョン ・シェスカ

絵 ：レイ ン・スミス

訳 ：いくしまさ ちこ

著 ：焦壌のぼる

絵 ：芍埠のぽる

著 ：レオ ・レオニ

絵 ：レオ ・レオニ

訳 ：谷川俊太郎

著 ：しもだともみ

絵 ：しもだともみ

著 ：みやざきひろかず

絵 ：みやざき ひろかず

著 ：リチャード・ウィルパー

絵 ；大江玲子

著 ： パット • 9 ッヽチンス

絵 ：バット ，9 ッヽチンヌ

訳 ：わたなべしげお

著 ：ペーター ，ニクル

絵 ：ビネッテ ・シュ レーダー

訳 ：やがわすみこ

プックローン出版 1983年

偕成社 1987年

アスラン書房 2002年

偕成社 1973年

ほるぶ出版 1976年

ほるぶ出版 2005年

福音館含店 1996年

アリス館 2003年

偕成社 1986年

岩波書店 1976年

窒心社 1986年

福音館香店 1987年

ほるぶ出版 1975年

偕成社 1999年

招談社 1996年

岩波書店 1984年

窒心社 2000年

平凡社 2005年

こぐま社 1998年

フレーベル館 2002年

小峠書店 2002年

偕成社 2005年

西村各店 1995年

ほるぶ出版 19&5年

福音館香店 1981年

ポプラ社 2003年

ほるぶ出版 2004年

岩波書店 1991年

こぐま社 1967年

好学社 1969年

教育画慮I 2005年

プックロ ーン出版 1989年

福音館言店 1992年

理誼社 2005年

偕成社 1975年

偕成社 19/l1)年
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